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朝陽閣とは

朝陽閣とは、明治9（1876）年、東京・大手町の2万
4000坪の広大な敷地に建設された印刷局の工場である
（図1）。

印刷局は元々行政官庁であったが、お札を製造するに
あたり現業官庁へと転換した。まずは機械設備等の製造
体制を整えたが、肝心の工場建設においては、莫大な
費用が掛かるため、なかなか政府の認可が下りなかった。
得能は、屈せず7か月もの間、粘り強く新工場設置の重要
性と緊急性を訴え続けて、ようやく建設に漕ぎつけ、明治
9年に落成するに至る｡これが朝陽閣であり､紙幣の国産
化を叶えるための重要な役割をもつ印刷工場であった｡
また、これに先立って東京・王子に製紙工場も建設し、

用紙から印刷まで一貫した国内製造体制を確立した。

朝陽閣の建物正面破風には、
金色の菊花紋とともに､高さが3
メートル近くある巨大な鳳凰の
石造が据え付けられていた 図6 ｡
当時流通していたお札 図3 には
鳳凰が描かれており、その像を掲
げることで、お札の製造工場であ
ることを明示したものであった。

「朝陽閣」の名は、この鳳凰に由来したもので、中国最古
の詩集『詩経』に「鳳凰鳴く 于に彼の高岡に 梧桐生ず 于
に彼の朝陽に」（大意：鳳凰は、梧桐（あおぎり）が生い茂
り朝日が昇る山に鳴く。）と詠われていることから命名さ
れたとのことである。
鳳凰が翼を広げ、天にはばたこうとする姿は、明治日

本の躍進を象徴するものと捉えられていたという。また、
鳳凰は、明治期から印刷局の商標として使われたほか、
現在も印刷局のシンボルマークとなっている。

構内では、当初1000名ほどの職員がお札づくりに従事
した。ヨーロッパから輸入された最新の大型機械と、お雇
い外国人の指導によって､近代的な紙幣製造を行う最先端
の大規模工場であった。

なぜ朝陽閣が建てられたのか。それは、明治初期の日本
のお札の製造事情による。当時のお札は、江戸時代から
受け継がれた簡易な製法を使ったため偽造が横行し、信
頼度が低かった（図2）。そこで、印刷技術が進んだドイツや
アメリカに製造を委託することとなったが、これらのお札
（図3、4）の印刷は精巧なものの、用紙の強度が低いとい
う欠点があった。さらに、輸送費などのコスト高やセキュリ
ティ上の懸念からも、紙幣国産化の機運が高まった。
当時、国の威信にかけてもお札を国産化しようと強く

働きかけた が、明治7年から印刷局の長官（紙幣頭）を
務めた得能良介（図5）であった。

朝陽閣とは

朝陽閣が建設されたわけ
朝陽閣の名の由来

図1
明治12～13年ころの
朝陽閣

図2
江戸時代の技術を
使ったお札
太政官札　金10両
慶応4（1868）年

図3
ドイツ製のお札
新紙幣　10円
明治5（1872）年

図4
アメリカ製のお札
国立銀行紙幣（旧券）1円
明治6（1873）年

図5
第三代紙幣頭 得能良介

図6
朝陽閣に据え
付けられた鳳凰像
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絵画に残る印刷工場

朝陽閣の外観は、世間の大きな話題となった。お雇い
外国人技師の設計による赤レンガ造りのモダンな建物は､
工部大学校（後の東京大学工学部）とともに二大西洋
建築に数えられた。その姿は、東京名所を紹介する種々の
ガイドブックや錦絵に取り上げられている（図7～10）。
明治期に発刊されたガイドブックには、以下のような

描写が見られる。
「レンガ造りですこぶる広壮である」
「その建築は高 と々雲にそびえ、本省（大蔵省）にも引け
を取らない」
「印刷局は常盤橋内から神田橋内に至る建築が広壮華
麗で､前面に庭園があり､梅桜等の樹木が植え込まれて春
は香りよい花が満開となる。一方、紙幣、印紙類、公的印刷
物等を製造し、巨大な工場が数棟あって、数柱の煙突が
常に黒煙を吐き、ボイラーの汽笛が鳴っている」
「正門の左右鉄柵の内側には、広大な庭園があり、数百
株の桜が連なって桜林をなしている。春になれば満開の花
に覆われ、通行人が思わず足を止めてしまうほどである｡丸
の内の新名所といえるだろう」
そう特記されているように、春の朝陽閣を描いた錦絵

は多数残っているが、これらは明治期の錦絵の一分野｢
開化絵｣である｡開化絵とは､文明開化に伴って移り変わる
景観や風俗などを描いたもので、珍しい洋風建築に洋装の
通行人を描く風景画は、東京土産として流通した。三代
広重らによる開化絵には、文明開化を象徴する色として
赤や紫が使われている（図8）。
一方、小林清親やその弟子井上安治は、西洋画風に光

と影で表現する錦絵｢光線画｣を生み､朝陽閣を描いてい
る（図10 ｡
なお､朝陽閣は､お札にも描かれている 図11 ｡当時の

政府のスローガンであった「殖産興業」を表すデザインの
一部として登場したものである。
朝陽閣は、基幹工場というだけでなく、次第に印刷局

そのものを示す象徴となっていった。印刷局では、その名を
製品に冠したり、創立を祝う特別な記念品等にその姿を
描いたりするようになった（図12）。

新東京名所・朝陽閣

図7
朝陽閣を紹介するガイドブック

』上鑑所名京東『著朮澤相
東崖堂発行　明治25（1892）年

図9
」図之啓行江局幣紙女官「画利国寿梅

明治11（1878）年

図10
」図之寮幣紙内橋盤常「画親清林小

明治13（1880）年

図8 」図之来出建新局幣紙橋盤常内之勝名京東「画重広川歌代三
明治10（1877）年

図11
お札に描かれた朝陽閣
国立銀行紙幣（新券）  5円
明治11（1878）年

図12 」観外之局幣紙年十治明「）連7（きがは絵図瞰俯の閣陽朝の時当年01治明 大正9（1920）年
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